
ー自社型雇用システムと自律的キャリア形成へー
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「自社型」雇用システムの確立

◼ 新卒一括採用、長期雇用、年功型賃金等を特徴とする日本型雇用システム（メンバーシップ
型）は、様々なメリットがある一方、経営環境の変化等に伴い、課題が顕在化

◼ 激変する経営環境の下、ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えながら、各社においては、
自社の経営・事業戦略や企業風土に照らして、組織としての生産性を向上すべく、「メン
バーシップ型」と「ジョブ型」を最適な形で組み合わせた「自社型」雇用システムをつくり
上げていくことが重要

出所：経団連「2021年版経営労働政策特別委員会報告
－エンゲージメントを高めてウィズコロナ時代を乗り越えSociety 5.0の実現を目指す－」（2021年1月19日公表）

【ジョブ型採用について】

⚫ 業務の遂行に必要な知識や
能力を有し、特定の職務に
おいて活躍してもらう、専門
業務型・プロフェッショナル型
に近い採用区分をイメージ

⚫ 欧米型のように特定の仕事
やポストが不要になった場合
に雇用自体が無くなることは
想定していない

⚫ 現状では、主に、 システム・
デジタル・IT、研究・開発、営
業、経理・財務、法務・知財
等の職務において活用され
ているが、今後、ジョブ・ディ
スクリプションを提示可能な
他の分野への広がりも期待

■日本型雇用システム（メンバーシップ型雇用）の特徴と課題
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社員のキャリア形成

出所：経団連「人材育成に関するアンケート調査結果」（2020年1月21日公表）

会社主導による受け身のキャリア形成から、働き手の自律性を重視したキャリア形成へと転換

企業側のニーズ・課題： 会社の人事戦略上のニーズ・課題 ＋ 社員個人のニーズ・課題

本日ご説明させていただく対象
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会社主導によるキャリア形成を基本とする

会社主導によるキャリア形成を基本としながら、

特定層の社員については、社員本人の意向を尊重する

会社の主導によるキャリア形成を基本としながら、

社員本人の意向もできるだけ尊重する

社員本人の自律性を重視したキャリア形成を基本としながら、

特定層の社員に対しては、会社が積極的に関与する

社員本人の自律性を重視したキャリア形成を基本とする

＜社員のキャリア形成に向けた今後の方針＞

自律性を重視 62.9％

会社主導を基本 35.9％




